
図６．せん断接着強さと接触角の相関関係
せん断接着強さと接触角との間に，負の相関関係（ｒ＝-0.532）がみられた．接触

角が小さくなると，せん断接着強さが向上した．これはプラズマ処理により試料表面に
修飾された官能基が関与したものと考えられる．
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 At present, though the adhesive resin cement is recommended for bonding the resin block for CAD/CAM, it is expensive because it is not covered by 

insurance. Though the adhesion test using the glass polyalkenoate type resin cement as a dental luting agent has been currently applied1), a bonding 

strength greater than that of the resin cement has not yet been obtained. 

 In this study, a plasma irradiation treatment of the resin block surface for CAD/CAM was carried out, and an improvement in the adhesive property 

with the glass polyalkenoate type resin cement as the dental luting agent was examined. 

＜諸 言＞ 
 CAD/CAM用レジンブロックを用いた補綴物が小臼歯と大臼歯（金属アレルギーと診断された患者）に対して保険適応になり，臨

床応用されている．接着には接着性レジンセメントが推奨されているが保険適用外もあり，高価である．そのため，グラスポリアル

ケノエート系レジンセメントとの接着性に関する研究を行い，接着性レジンセメント以上の接着強さが得られないことを報告した 1）． 

 本研究はCAD/CAM用レジンブロック表面にプラズマを照射し，グラスポリアルケノエート系レジンセメントとの接着性について

検討した．比較対象としてCR系歯科接着用レジンセメントを用いた． 
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図１．プラズマ処理時間とせん断接着強さの関係
プラズマ処理（2秒間）したHBを接着させた試料の接着強さは15.5±0.62ＭPa

で，コントロールと比べて有意（p<0.05）に向上した．また標準偏差も小さくなっ
た．これらはプラズマ処理により試料表面に官能基（-COOH，-OH等）が修飾される
ことで2）接着強さが向上したものと考えられる．

＜結果と考察＞
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 ＜結 論＞ 
 CAD/CAM用レジンブロック表面にプラズマ処理をすることにより官能基が修飾され，ぬれが向上した．それによりグラスポリ

アルケノエート系レジンセメントの接着強さは有意に向上し，接着性レジンセメントの接着強さと同等になることが分かった． 

 以上の事から，CAD/CAM用レジンブロックで製作した補綴物にプラズマ処理をすることで歯科合着用グラスポリアルケノエー

ト系レジンセメントでの接着が有効であることが示唆された． 

図２．プラズマ処理後，接着する
までの時間とせん断接着強
さとの関係

プラズマ処理後，経過時間が短い試料のせ
ん断接着強さが最も大きくなった．２４時間
までの接着せん断強さを求めたが有意差はみ
られなかった．

図3．水中浸漬期間とせん断接着強
さとの関係

コントロールとプラズマ処理した試料共に
水中浸漬によるせん断接着強さの低下はみら
れなかった．
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図４．プラズマ処理した試料の経
時的変化と接触角

コントロールの接触角は約70°であり，
プラズマ処理を2，４，8および16秒間する
ことにより，33，18，12および２°まで
低下した．また，照射直後と比べてプラズマ
処理した試料表面を24時間保存した場合に
は接触角は大きくなった．これはプラズマ処
理した試料が放置中に汚染されたものと考え
られる．
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図５．プラズマ処理時間と表面粗
さの関係

プラズマを2，4および8秒間処理したブ
ロックはコントロールと比較して表面粗さが
有意に向上した．プラズマを16秒間処理し
た試料はコントロールと比較して有意な差が
みられなかった．これは試料のマトリックス
レジンがプラズマ処理の際に発生する熱の影
響を受け表面が滑らかになり，表面粗さが低
下したと考えられる．
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